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本庁再編・緊急財政対策に

現場から異論あり！

県民や現場の声を無視したトップダウンは見直すべき！
【本庁再編問題について】

県会総務政策常任委(H24.10.2)に提出された報告資料「平成25年度本庁組織の再編について」において、本庁組織の再編案が明らかにされました。

(1)｢労働｣の削除＝名は体を表す＝労働行政の後退は不可避、誰の為の｢経済｣か？

＜商工労働局＞商工部門にエネルギー部門を追加し、｢経済｣局(仮称)に再編！

～～｢経済のエンジン｣を回すと、雇用･労働トラブルという｢排ガス｣が発生、対策が不可欠！～～
エネルギー産業育成など県内経済の成長エンジンを回す政策推進は当然としても、圧倒的多数の働く県民に対する政策(労働行政)軽視はありえません。

前松沢県政下から推進されているインベスト神奈川でも、助成企業における雇用・労働問題が少なからず発生！これまでもＩＴ産業、福祉介護業界など新産業分野は、新しい雇用創出の推進力である一方、新しい雇用・労働問題の発生源となってきており、これは不可避であり、セーフティーネットである労働行政の軽視はありえません。

～主要都府県、関東他都県はすべて経済部門と労働部門の名称を併記！

東京、大阪などの大都市圏はじめ、政令市所在道府県でも大半が部局名称に｢労働｣を併記しており、大産業県である神奈川が、｢労働｣名称を削除する理由はありません！
(2)｢保健福祉｣の一体的推進が一転、｢医療｣重視で分割!?　分割のねらいは？
＜保健福祉局＞福祉部門を分離し、県民局と統合、｢県民福祉｣局と｢保健医療｣局に再編！

～～これまでの高齢者や障がい者などの医療と福祉の施策の連携推進はどうなる？～～

これまでの保健福祉施策の基本方向の総括もなく、施策の継続性が断たれ、大きく転換することは現場に混乱をもたらす恐れがあります。

県民の｢いのち｣を守る医療分野への取り組みを迅速・柔軟に行えるように、保健医療部門単独の局として設置するとしていますが、医療分野の充実には賛成するとしても、あまりにも唐突感があり、これまでの施策との整合性が問われます。

また、県民局と福祉部門の統合についても、県民行政、福祉行政の現場からの議論の積み上げがないままでは机上の政策のそしりを免れず、安易な再編として見直すことが求められます。

【緊急財政対策問題について】

10月17日緊急財政対策本部は、有識者で構成された「調査会」の最終意見を受け、「神奈川県緊急財政対策」（以下、対策）を発表し、その内容として、①県民利用施設・出先機関の見直し、②県単補助金・負担金の見直しなどを提起していますが、現場からは疑問、批判の声が上がっています。その中のいくつかの問題となるケースを紹介します。

(1)人材育成支援Ｃの廃止検討は、雇用対策としての民活による能力開発事業の軽視！
産業短大の付属施設である人材育成支援センターは、企業・個人向けに講習会、指導人材、研修会場、教材・テキストの能力開発情報の提供のほか、企業で行う研修・教育のコーディネート等や個人に対してキャリアコンサルティングを行い、不足する職業能力を身に付けるための情報を提供しています。

これらの事業の一環としての委託職業訓練事業は、直営の職業技術校と連携し、専修学校等の民間の活用により、雇用対策としての職業能力開発を幅広いメニューで実施し、高い評価を得ています。

この廃止は、求職者に対する求人倍率が8月で0.61倍と、全国で下から５番目という大変厳しい状況にあるにもかかわらず、何を見て検討の方向性を出しているのか、まったく疑問です。

次に、｢経済のエンジン｣にかかわり、以前のくりえいてぃぶ（No859号）でも紹介したケースを再掲します。

(2)産業技術Ｃの独法化は、これまでの検討の中で直営による機能充実の経過を無視！
産業技術センターは、県内の産業、特に中小企業振興のため、機能の強化と活性化を図るため、工業試験所等4機関を統合、設置され、県内中小企業を中心とする産業界から、技術開発パートナーとして厚い信頼と高い評価を得ています。

今回の対策は、県内の中小企業の振興について、県が直接、積極的に関わっていくことを放棄することになり、｢経済のエンジンを回す政策を推進する｣重要な役割も持つセクションであるにもかかわらず、安易な独法化議論は混乱と機能低下をもたらす恐れがあります。

(3)神奈川科学技術アカデミー(KAST)の補助金見直しは、｢経済のエンジン｣の放棄！？
対策で｢特に重点的に見直しを検討する補助金｣とされたKASTは、産学公連携機関として、先端的かつ高度な科学技術分野における研究、人材の育成、地域の中小企業の研究開発等をめざし、地域経済の活性化や生活の質の向上に貢献しています。

｢光触媒｣発見でノーベル賞候補者の前理事長藤嶋昭氏を、現在でもKASTの｢光触媒｣グループの重点研究室長として擁するKASTは、最先端技術の研究で人材育成にも取り組むなど、その補助金の削減は｢経済のエンジン｣にとって大きな損失です。

こうした職員の日々の努力の結果、メディアからも注目され、新事業へも進出している組織への補助金を切り捨てることは断じて許されません。
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本庁職場集会に参加を！

◇１０月２９日（月）１２時１０分～５０分

◇本庁舎大会議場

○県労連確定闘争をめぐる情勢

○自治労県職労基本要求について

※　食事代５００円を補助しますので、お弁当持参で

おいでください。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































